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春に
文脈の中における語句の効果的
な使い方など表現上の工夫に注
意して読む。

1 読
印象に残る表現を抜き出し，そ
の効果や工夫について考えてい
る。

(1)ア 〇

握手
登場人物の生き方や考え方を捉
え，人間や社会について自分の
意見を持ち，作品を批評する。

4 読
作品の表現に即して，人物像を
読み取っている。

物語や小説を読
んで批評する。

(1)イエ 〇

季節のしおり　春

学びて時にこれを習
ふー「論語」から

漢文の言い回しに注意して，文
脈における語句の意味を捉えて
読み，人間の生き方についての
孔子の考え方を自分たちの生活
に関連づけて考える。

3 読

脚注を参考に語句の意味を捉え
て，漢文の言い回しに注意して
読み，孔子の考え方に対する自
分の考えを持っている。

(1)アエ 〇

練習 評価しながら聞
く

自分の考えと比較し評価しなが
ら相手の考えを聞き，自分のも
のの見方や考え方，表現の仕方
に役立てる。

1 話聞
メモを取り，自分と相手の考え
を比較し評価しながら整理して
いる。

(1)ウ 〇

社会との関わりを伝え
よう

話す相手や目的を意識して，資
料を活用したり，話し方を工夫
したりする。

4 話聞
自分の体験や知識を基にスピー
チの話題を決め，場面や目的に
合った話し方をしている。

ス ピ ー チ し た
り，それを聞い
て自分の表現の
参考にしたりす
る。

(1)イウ 〇 〇

漢字１　熟語の読み方
熟語に関する知識を広げ，文や
文章の中で読んだり，使ったり
する。

1 言
熟語の成り立ちや音読み訓読み
を確かめながら読み，理解を深
めている。

(1)イウ 〇

月の起源を探る
筆者の科学的なものの見方や考
え方について，自分の考えをも
ち評価する。

4 読
筆者のものの見方や文章の構成
や表現について，自分の考えを
もっている。

(1)ウ ○ ○

練習 文章の形態を選
んで書く

文章の形態の特徴を知り，それ
ぞれの形態の特徴を踏まえた表
現の工夫をする。

1 書
文章の形態の特徴を踏まえた表
現の工夫をしている。

(1)ア ○

魅力的な紙面を作ろう
修学旅行記を編集する

書いた文章を読み返し，文章構
成や表現，紙面の体裁を整え
る。

4 書

文章を読み返し，形態に合った
文章構成や効果的な表現になる
よう，紙面の体裁を整えてい
る。

目 的 に 応 じ て
様々な文章など
を集め，工夫し
て編集する。

(1)ウ ○

「想いのリレー」に加
わろう
「情報発信」について
考えよう

語句の使い方に気をつけながら
現代のメディアの特徴を読み取
り，情報発信の意義と注意点に
ついて考えを深める。

2 読

現代メディアの特徴や情報発信
の意義と注意点を読み取り，自
分の日常生活と結びつけて考え
ようとしている。

(1)ア ･
エ･オ

○

言葉１
和語・漢語・外来語

和語・漢語・外来語の使い分け
に注意し，語感を磨き語彙を豊
かにしている。

1 伝国
和語・漢語・外来語のそれぞれ
を理解し，相手や場面に応じて
適切に使い分けている。

(1)イ
(ｲ)

○

俳句の可能性・俳句を
味わう

筆者のものの見方や感じ方，表
現のしかたなどを読み味わい，
俳句の世界に親しむ。

4 読
俳句の約束事を理解し，俳句に
込められた作者の思いや情景を
読み味わっている。

表現のしかたを
工夫して，俳句
を作る。

(1)ア･
ウ

〇 〇

言葉を選ぼう

時間の経過によって変化した言
葉や世代によって使われ方が違
う言葉を見つけ，その違いを理
解するとともに，調べた内容に
ついて相手にわかりやすい説明
になるように構成を工夫して書
く。

1 書
日常の言語生活を振り返り，調
べた内容をわかりやすく説明す
る工夫をしている。

(1)ア 〇 〇

「批評」の言葉をため
る

文脈における語句の意味に気を
つけながら「批評する言葉」に
ついての筆者の考えを読み取
り，自分の考えを深める。

2 読
文脈における語句の意味に注意
して読み，筆者の考えを捉え自
分の考えを深めている。

(1)ア･
エ

〇 〇

文法への扉１

文の成分の順序や構成など，文
法についての理解を深め，日常
生活や学校生活の中での表現や
読解に生かす。

1 伝国
文法的な観点から誤解の生じた
原因を理解している。

(1)イ
(ｳ)(ｴ)

〇
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高瀬舟・未来の私にお
薦めの本・読書案内

目的をもって本を読み，表現上
の特徴，文章の展開や場面・登
場人物の設定などを捉えて，自
分の考えを広げたり深めたりす
る。

2 読

表現や場面・人物設定などに着
目して読み，自分のものの見方
や考え方を広げるとともに，読
書生活について考えている。

自分の読書生活
を振り返り，本
の選び方や読み
方について考え
る。

(1)ア ･
イ･エ･
オ

〇

季節のしおり　夏

挨拶──原爆の写真に
よせて

比喩や象徴的な表現に着目し，
作者のものの見方や考え方を捉
える。

2 読

作品に込められた思いを，詩の
世界と現実の世界の在り方とを
重ね合わせながら考え，自分の
言葉で説明している。

(1)ア ･
ウ

○ ○

故郷
時代や社会の変化の中での，人
と人との関わりについて考えを
もつ。

5 読
時代や社会の変化の中での人と
人との関わりについて，自分の
考えをもっている。

(1)エ ○ ○ ○

推敲して文章を整える
書いた文章を読み返し，文章全
体を整える。

1 書
示された観点に沿って文章を見
直し，文章全体を整えている。

漢字や語句を正
し く 使 っ て い
る。

(1)ウ ○ ○

新聞の社説を比較して
読もう
［書く］論理の展開を
工夫して書こう

一つの話題に関する複数の文章
を読み比べ，主張や構成につい
て評価し，ものの見方や考え方
を広げる。

4 読

内容の違いを読み比べ，主張や
構成について評価し，自らのも
のの見方や考え方を広げてい
る。

論説や報道など
に盛り込まれた
情報を比較して
読む。

(1)ウ ○ ○

言葉2 慣用句・こと
わざ・故事成語

慣用句・ことわざ・故事成語な
どの知識を広げる。

1 伝国
慣用句・ことわざ・故事成語を
調べ，知識の幅を広げている。

イ(ｲ) ○ ○

漢字2　漢字の造語力
漢字の造語力について知り，語
彙を豊かにし，文や文章の中で
使うことができる。

1 伝国
漢字の造語力について理解して
いる。

(1) ウ
(ｱ)(ｲ)

○ ○

季節のしおり　秋

音読を楽しもう　古今
和歌集　仮名序

比喩表現など表現上の工夫に注
意しながら音読し，古典の世界
に親しむ。

1 伝国
古文のリズムを意識しながら音
読している。

(1) ア
(ｱ)

○ ○

君待つと－万葉・古
今・新古今－

効果的な表現や語句の使い方に
着目して，それぞれの和歌を読
み味わう。

3 読
和歌の表現技法や語句の使い方
に気づいて読み，感想を持って
いる。

和歌の一部を引
用しながら，鑑
賞文を書く。

(1)エ ○ ○ ○

夏草－「おくのほそ
道」から
[書く]古典の言葉を引
用し，メッセージを贈
ろう

歴史的背景などを考えながら，
作者のものの見方や感じ方を読
み取り，自分の考えを持つ。

5 読
芭蕉の感じたことを踏まえなが
ら，選んだ俳句が心に響いた理
由を述べている。

作品に込められ
た作者の思いを
文章にまとめ
る。

(1)エ ○ ○ ○

古典を心の中に
古典の作品について書かれた文
章を読み，自分の考えを深め，
古典の世界に親しむ。

1 読
古典には人の姿やさまざまな世
界が描かれていることを理解し
ている。

(1)
エ・オ

○ ○

作られた「物語」を超
えて

筆者の考えを表す語句や論理の
展開に着目して主張を捉え，表
現のしかたについて評価する。

4 読

語句や論理の展開，表現のしか
たなどについて自分なりに評価
している。
読み取ったことを踏まえ，これ
からの「新しい世界」について
自分の考えをもっている。

(1)
ア ・
イ・ウ

○ ○

練習 話し合いを効果
的に進める

話し合いが効果的に展開するよ
うに進行のしかたを工夫する。

1 話聞
話し合いが効果的に展開するよ
うに，論点を整理するなどして
進行を工夫している。

(1)エ ○ ○
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話し合って提案をまと
めよう
課題解決に向けて会議
を開く

社会生活の中から課題を見つ
け，その解決に向けて説得力の
ある提案をし，自分のものの見
方や考え方を深める。

5 話聞

社会生活の中から話題を決めて
資料などを活用して提案し，話
し合いを通して自分のものの見
方や考え方を深めている。
観点に沿って論点を整理し，長
所を生かしてよりよい結論にな
るように話し合いを進行してい
る。

社会生活の中の
話題について，
相手を説得する
ために意見を述
べ合う。

(1)
ア・ウ

○

練習 観点を立てて分
析する

社会生活の中から課題を決め，
観点を立てて分析し考えを深め
る。

1 書
挙げられた例を観点を立てて分
析することで，課題について論
じたり評価したりしている。

関心のある事柄
について批評す
る文章を書く。

(1)ア ○

説得力のある文章を書
こう
批評文を書く

社会生活の中から関心のある事
柄を決め，観点を立てて分析
し，考えを深める。

5 書

分析のための観点を示し，判断
や批評の根拠を明確にし，資料
を適切に引用して，説得力のあ
る構成で批評文を書いている。
友達の書いた批評文から参考に
なる部分や表現を指摘し，自分
の表現に役立てている。

関心のある事柄
について批評す
る文章を書く。

(1)ア ○

初恋

詩における語句の効果的な使い
方や表現の工夫に注意して読
み，人間・社会・自然などにつ
いて考え，自分の意見をもつ。

1 読

表現や語句の効果に着目し，作
者の思いについて，自分の状況
と照らし合わせながら説明して
いる。

(1)
ア ・
エ)

文法への扉２
「ない」の違いがわか
らない？

２年までに学習した文法の知識
を確かめ，理解を深める。

1 伝国
文節の区切りや品詞の違いにつ
いて理解している。

１ 年 (1)
イ(ｴ)
２ 年 (1)
イ(ｳ)(ｴ)

○

エルサルバドルの少女
ヘスース
読書コラム 読書記録
をつける
読書案内

目的をもって本を読み，人間・
社会・自然などについての知識
を広げ，自分の考えを深める。

1 読
ヘスースの生き方などに着目し
て読み，人間の生き方や社会の
在り方について考えている。

自分の読書生活
を振り返り，本
の選び方や読み
方について考え
る。

(1)
エ ・
オ)

○

季節のしおり　冬

漢字３
漢字のまとめ

２年生までに学習した漢字に加
え，その他の常用漢字のだいた
いを読み，適切に使い慣れる。

2 伝国
漢字の読み方や意味を確かめな
がら問題に取り組み，おおむね
理解している。

(1) ウ
(ｱ)(ｲ)

○ ○

三年間の国語の学習から取材し
て伝えたいことを決め，冊子の
構成を工夫している。

冊子の内容を生かして発表し，
評価し合って自分の表現に役立
てたり，ものの見方や考え方を
深めたりしている。

適切な言葉を選び，友達の作品
を評価している。
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3

三年間の歩みを振り返
ろう
学びについて語り合う

三年間の学びを振り返りながら
自分の考えを深め，構成を工夫
してまとめる。
自分の経験や知識を整理して話
し，発表内容や書いた作品を評
価し合ってものの見方や考え方
を深める。

5

6

3

誰かの代わりに
　

わたしを束ねないで  

詩における語句の効果的な使い
方や表現の工夫に注意して読
み，自分の可能性や生き方にな
どについて考え，自分の意見を
もつ。

現代社会の可能性や困難，自分
の生き方について考え，意見を
もつ。
文脈における語句の効果的な使
い方や表現の工夫に注意して論
理の展開の仕方を捉え，内容の
理解に役立てる。

○

○

聞き取った内容
や表現の仕方を
評価して、自分
のものの見方や
考え方を深めた
り、表現に生か
したりするこ
と。

2

1

11

12

(1)エ
(1)
ア・イ

(1)
ア・エ

(1)
ア・

イ・エ
(1)

ア・ウ

社会生活の中の
話題について、
相手を説得する
ために意見を述
べ合うこと。

読

詩における語句の効果的な使い
方や表現の工夫に注意して読
み，自分の可能性や生き方など
について考え，自分の意見を
もっている。

○ ○

筆者の主張を捉え，現代社会や
生き方に対する自分の意見を
もっている。
抽象的な語句や論理の展開のし
かたを捉え，内容を理解してい
る。

読

書
話聞

○


